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データで見る本県水産業の現状と取り巻く環境

第 章1

1 海況の特徴
　本県は、九州の西北端に位置し、海岸線は、多くの離島、
半島、岬、湾、入江を形成し、変化に富んでいます。海岸線
の長さは全国の約11.8％にあたる約4,167㎞（※）に及
び、北海道に次ぎ２番目の長さとなっています。
　この海岸線に面した広大な海域には、九州西方を北上
する対馬暖流のほか、済州島方面からの黄海冷水、九州か
らの沿岸水などが流入しており、多くの島々や複雑な海底
地形により、好漁場が形成され、内湾から沖合までその漁
場環境を活かした多種多様な漁業が営まれています。

（出典）海岸統計（令和６年度版）

※海岸線延長　全 国：35,268km
　　　　　　　長崎県：4,167km（11.8％）

2 本県水産業の地位
　令和５年の本県の海面漁業・養殖業生産量及び産出額は、北海道に次いで全国２位となっ
ています。

海面漁業・養殖業生産量
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宮城６％

鹿児島５％
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海面漁業・養殖業産出額

（出典）漁業・養殖業生産統計（令和5年）

令和５年　海面漁業・養殖業生産量　315,422トン
　　　　　海面漁業・養殖業産出額　1,238億円
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データで見る本県水産業の現状と取り巻く環境

第 章1 　本県は、全国屈指の水産県で、漁業就業者数（人口千人対）が全国１位、海面漁業・養殖業
の合計の生産量・産出額は全国２位であるほか、全国１位を誇る魚種等が多数存在していま
す。

◆漁業就業者数（人口千人対） 全国１位
農林水産省「漁業センサス」

（R5.11.1）
総務省「推計人口」

（R5.10.1）

◆海面漁業・養殖業生産量 全国２位 農林水産省「漁業・養殖業生
産統計」（R5年）

◆海面漁業・養殖業産出額 全国２位 農林水産省「漁業・養殖業生
産統計」（R5年）

◆海面漁業生産量 全国２位 農林水産省「漁業・養殖業生
産統計」（R5年）

◆海面漁業産出額 全国２位 農林水産省「漁業・養殖業生
産統計」（R5年）

◆海面漁業魚種別生産量

クロマグロ、ウルメイワシ、カタクチイワシ、マアジ、サバ類、
アナゴ類、マダイ、チダイ、キダイ、イサキ、サザエ 全国１位

農林水産省「漁業・養殖業生
産統計」（R5年）

ムロアジ類、ブリ類、タチウオ、アマダイ類、
その他のイカ類（スルメイカ以外）、その他のマグロ類

（クロマグロ、ビンナガ、メバチ、キハダ以外）
全国２位

クルマエビ 全国３位

その他のカジキ類、ガザミ類 全国４位

ソウダガツオ類、マイワシ、ヘダイ、スルメイカ 全国５位

◆海面養殖業生産量 全国12位 農林水産省「漁業・養殖業生
産統計」（R5年）

◆養殖品目別生産量

フグ類、クロマグロ、真珠 全国１位

農林水産省「漁業・養殖業生
産統計」（R5年）

その他のブリ類（ブリ、カンパチ以外） 全国２位

マアジ 全国３位

ヒラメ 全国４位

ブリ、シマアジ、マダイ、コンブ類 全国５位

◆漁船数 全国２位 農林水産省「漁業センサス」
（R5.11.1）

◆漁港数 全国２位
水産庁HP「都道府県別
漁港管理者別漁港数一覧」

（R7.4.1）

◆煮干し品生産量 全国２位 農林水産省「漁業センサス」
（R5.11.1）

◆冷凍水産物生産量 全国４位 農林水産省「漁業センサス」
（R5.11.1）
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3 本県水産業の現状

①海面漁業・養殖業生産量
●●本県の海面漁業・養殖業の生産量は、昭和50年代のピークから減少し、直近20年間は概ね
25～35万トンと横ばいで推移しています。

●●直近5ヵ年の沖合漁業※（大臣管理）や中小型まき網漁業の生産量は、マイワシやサバ類等
の伸びにより増加傾向であり、養殖生産量は概ね横ばいで推移しています。

（単位：万トン）

H30年 R１年 R２年 R３年 R４年 R５年

海面漁業 29.1 25.1 22.8 24.7 26.2 29.3

海面養殖業 2.4 2.4 2.3 2.3 2.3 2.3

合計 31.4 27.5 25.1 27.1 28.5 31.5

（出典）漁業・養殖業生産統計

海面漁業・養殖業の生産量の推移
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②海面漁業・養殖業産出額
●●海面漁業・養殖業の産出額は、昭和50年代のピーク以降減少し、直近20年間は1,000億円
前後で概ね横ばいで推移しています。

●●令和5年は、まき網等の生産量増加、全国的な魚価の上昇、養殖のブリ類や真珠の伸びなど
により、平成13年以後初めて1,200億円台となりました。

（単位：億円）

H30年 R１年 R２年 R３年 R４年 R５年

海面漁業 636 629 564 571 653 709

海面養殖業 360 384 328 365 456 529

合計 996 1,013 893 936 1,109 1,238

（出典）漁業・養殖業生産統計

漁業・養殖業の産出額の推移
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③海面漁業の主要魚種別の生産動向
●●直近５年間の海面漁業の魚種別生産量は、マイワシが増加、マアジとサバ類は概ね横ばい、
カタクチイワシは減少傾向で推移しています。

●●ブリ類、マダイの生産量は概ね横ばいで推移しています。

●●スルメイカの生産量はピーク時に比べて低調で推移しており、クロマグロは、近年やや増加
傾向で推移しています。

●●魚種別の生産額では、マアジ、サバ類、イワシ類、マグロ類が伸びており、イカ類やその他の
魚種は減少しています。

主要魚種別生産量の推移

主要魚種別生産額の推移

（出典）漁業・養殖業生産統計
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④海面漁業の魚価の動向
●●コロナ禍による世界的な経済の停滞からの回復や、急速な円安による海外産水産物の価格
上昇、国内生産の減少による価格高騰などから、令和３年以降全国的に魚価が上昇傾向に
あり、本県でも全体的に横ばい又は上昇傾向で推移しています。

●●本県の主要魚種としては、クロマグロ、ブリ類、マアジ、スルメイカ、サワラ類等の単価が上
昇しています。

主要魚種（海面漁業）の平均単価の推移
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H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
ク ロ マ グ ロ 1,181 1,274 1,732 1,944 1,744 2,029 2,534 2,496
マ イ ワ シ 66 70 67 98 66 79 58 73
カタクチイワシ 58 55 58 67 74 57 66 103
マ ア ジ 220 203 225 265 247 223 227 302
サ バ 類 119 109 104 118 136 126 125 139
ブ リ 類 312 265 262 262 256 266 352 354
ヒ ラ メ 1,368 1,398 1,332 1,317 1,122 1,153 1,275 1,327
タ チ ウ オ 642 634 395 633 435 535 798 388
マ ダ イ 556 651 629 740 588 419 476 718
イ サ キ 708 689 683 752 692 651 694 672
サ ワ ラ 類 436 553 447 607 438 351 465 723
フ グ 類 696 － 504 508 473 538 579 560
ス ル メ イ カ 492 550 532 581 623 506 634 808

（出典）漁業・養殖業生産統計から、生産額/生産量で算定
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⑤水産資源の管理
●●令和２年に施行された改正漁業法による資源管理では、漁獲・水揚げ情報などを基に科学
的な調査や評価を行い、効果的な資源管理措置を実施し、資源の維持・増大による安定し
た漁業の実現を目指しています。

●●県では、国と連携して水産資源の調査や評価を行うとともに、漁業者自身による自主的な管
理措置を定めた資源管理協定※の効果の検証や、改良に取り組むこととしています。

漁業法に基づく資源管理の流れ

（出典）水産庁「水産白書」
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